
▲ーつーつ丁寧に作業をする 

満
州
会
が
追
悼
慰
霊
祭
 

ー
川
倉
寮
の
河

原
ー
 

物
故

者
を
し

の
ぶ
 

田口
職
ト
マ
ト
m
3
億
円
目
指
し
 

接
木
作
業
 

最
盛
期
 

金
木
町
野
菜
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
、
 

当
町
野
菜
の
主
要
品
で
あ
る
ト
マ

ト
の
接
木
作
業
が
、
今
真
っ
盛
り

を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

ト
マ
ト
は
、
収
穫
直
前
に
な
る

と
急
に
し
お
れ
、
間
も
な
く
枯
死

し
て
し
ま
う
「
青
枯
病
」
と
い
う

土
壌
病
害
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
 

接
木
苗
を
利
用
し
て
防
除
し
よ
う

と
す
る
育
苗
方
法
が
と
ら
れ
て
い
 

ル町
民
大
会
ル
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初
日

の
四
月
六
日
、
役
場
保
健
セ
ン
タ
 

ー
前
で
交
通
安
全
町
民
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
交
通
指
導
隊
員
や

婦
人
交
通
整
理
員
、
町
民
ら
百
人

余
り
が
参
加
。
は
じ
め
に
、
金
木

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
の
鳴

海
町
長
が
 
「皆
さ
ん
の
地
道
な
活

動
に
感
謝
し
ま
す
。
交
通
事
故
が

な
く
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
 
 ま

す
。
そ
の
方
法
は
主
に
、
 
「
が

ん
ば
る
根
」
 
と
いう
耐
病
性
台
木

に
桃
太
郎

8
の
完
熟
系
穂
木
を
接

木
し
、
作
業
の
終
わ
っ
た
苗
は
ナ

エ
ピ
ッ
ト

（病
院
の
I
c
U
の
よ

う
な
養
生
室
）
内
に
四
日
間
入
れ

て
活
着
を
促
進
し
ま
す
。
 

今
年
は
、
約
十
五
万
本
の
ト
マ

ト
苗
を
育
苗
す
る
計
画
で
す
が
、
 

こ
の
う
ち
三
分
の

ー
は
接
木
苗
で

す
。
ま
た
昨
年
、
金
木
農
協
で
は

ト
マ
ト
の
販
売
額
が
二
億
五
千
万

円
を
越
え
て
お
り
、
今
年
は
三
億

円
を
目
標
に
し
、
そ
の
第
一
歩
の

苗
作
り
に
担
当
者
は
躍
起
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
 

と
激
励
。
引
き
続
き
、葛
西
文
昭
・

金
木
地
区
安
全
協
会
長
と
伊
輿
部

豊
・
金
木
警
察
署
長
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
婦
人
交
通
整
理
員
の

沢
田
ス
ゲ
さ
ん
が
 
「子
供
と
高
齢

者
の
事
故
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」
 
な
ど
、
 

三
つ
の
安
全
宣
言
を
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
大
会
に
お
い
て
マ
ス
コ

ツ
ト
配
布
や
反
射
材
の
普
及
活
動

に
貢
献
し
た
交
通
安
全
協
会
嘉
瀬

婦
人
部
に
伊
典
部
署
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
十
三
年
、
旧
満
州
国
に
開

拓
民
と
し
て
入
植
し
、
第
二
の
ふ

る
さ
と
で
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た

物
故
者
を
し
の
ぶ
追
悼
慰
霊
祭
が

三
月
十
四
日
、
川
倉
奏
の
河
原
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
拓
団
は
、
戦
前
の
国
策
で
県

内

一
円
か
ら
結
集
さ
れ
『
満
蒙
開

拓
団
』
と
し
て
満
州
・
東
豊
地
区

に
入
植
し
、
そ
の
数
は
団
員
や
家
 
 族

ら
二
百
名
以
上
で
し
た
。
川
を

つ
く
り
、
田
畑
を
耕
し
、
同
地
区

の
開
拓
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
、
敗
戦
に
よ
り
夢
破

れ
て
多
く
の
方
が
尊
い
命
を
落
と

し
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
七
年
、
川
倉
奏
の
河

原
地
内
に
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
、
 

不
遇
の
う
ち
に
一
生
を
終
え
た
方

々
の
霊
を
供
養
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
、
満
州
会
 

（
会長
廿
斉
藤
重
一
・
む

つ
市
）
と
改
名
し
、
二
世

の
方
々
で
組
織
さ
れ
、
こ

の
日
は
十
七
名
が
参
列
し

ま
し
た
。
 

碑
に
刻
ま
れ
て
い
る

一

〇
九
名
の
名
前
。
未
来
に

希
望
を
求
め
て
苦
難
に
耐

え
た
日
々
ー
。
参
列
者
は
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
胸
に

静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
。
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▲町民大会に参加した交通安全関係者 

事
故
撲
滅
目
指
し
 

▲静かに手を合わせる 2 世の方々 



平成9年度 
金木町褒賞 

13人・1団体受賞 

r十
二
本
ヤ
ス
ガ
 

名
実
と
も
に
日
本
一
 

平
成
九
年
度
金
木
町
褒
賞
授
与

式
が
三
月
二
十
七
日
、
役
場
大
会

議
室
で
行
わ
れ
、
各
分
野
で
活
躍

し
町
発
展
に
寄
与
し
た
自
治
功
労

褒
賞
者
、
特
別
功
労
褒
賞
者
十
三

人
と
一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
、
鳴
海
町
長
が
「
献
 
 身

的
に
町
発
展
の
た
め
、
頑
張
っ

て
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
 

ご
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
功
労

者

一
人
ひ
と
り
に
褒
賞
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
、
最
後
に
受
賞
者
 
 を

代
表
し
て
沢
田
実
さ
ん
（
美
晴

町
）
が
 
「栄
誉
あ
る
褒
賞
を
受
賞

し
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今
後

も
町
発
展
の
た
め
尽
力
す
る
覚
悟

で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

⑥
自
治
功
労
褒
賞
 

一
 
褒
賞
規
則
第
三
条
第
六
号

工
藤
武

一
郎
 

（
行政
協
力
委
員
の
功
労
）
 

宮
崎
 
典
太

（
同）
 

⑥
特
別
功
労
褒
賞
 

ニ
 
褒
賞
規
則
第
四
条
第
一
号

沢
田
実
（
青
少年
の
健
全
育
成
）
 

金
木
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
 

（
同）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号

角
田
 
周
（
観
光振
興
の
功
労
）
 

小
野
正
二
交
通
安
全
の
功
労
）
 

津
島
 
幸
雄

（
防
犯の
功
労
）
 

成
田
 
幸
子
 

（
町内
事
業
所
永
年
勤
続
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号
 

今
 

官

（
献
血協
力
者
）
 

蒔
田
登
紫
行

（
同
）
 

蒔
田
由
美
子

（
同
）
 

工
藤
 
文
久

（
同）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号

中
村
 
健
男

（
消
防
の功
労
）
 

今
 
勝

慶
（
同
）
 

喜
良
市
国
有
林
弥
七
郎
沢
に
あ

る
 
「十
二
本
ヤ
ス
」
が
真
の
日
本
 

】
に
な
り
ま
し
た
。
 

一
昨
年
来
、
下
北
郡
脇
野
沢
村

で
発
見
さ
れ
た
ヒ
バ
の
古
木

（
幹

回
り
六
・
一
八
m
）
が
、
そ
れ
ま

で
日
本
一
の
太
さ
と
さ
れ
て
い
た

当
町
の
名
木
、
観
光
名
物
の
ー
つ

で
あ
る
十
二
本
ヤ
ス
（
推
測
で
幹

回
り
六
・
〇
〇
m
）
よ
り
太
い
と

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
再
調

査
の
結
果
、
十
二
本
ヤ
ス
は
幹
回

り
が
七

・
二
三
m
で
あ
る
事
が
分

か
り
ま
し
た
。
 

神
木

・
十
二
本
ヤ
ス
は
、
 一
本
 
 の

木
か
ら
士
一
本
の
支
幹
や
枝
に

分
か
れ
た
姿
が
、
魚
を
突
く
ヤ
ス

に
似
た
形
状
か
ら
十
二
本
ヤ
ス
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
幹
の
途
中
で

十
二
本
の
枝
に
分
か
れ
、
新
し
い

芽
が
出
て
十
三
本
に
な
る
と
ど
れ

か
が
枯
れ
て
常
に
十
二
本
を
保
ち
、
 

十
二
月
十
二
日
が
山
の
神
を
祭
る

日
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
山
の

神
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
 

神
木
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

高
さ
約
ニ
十
八
・
五
m
、
幹
周

七
・
二
三
m
の
ヒ
バ
の
巨
木
は
今

も
健
在
で
、
樹
齢
八
百
年
以
上
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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青
森
県
み
らい
2
1農
業
実
践
大学
講
座
 

近
年
の

厳
し

い
農
業

情
勢

の
中
で
、

本
県
の

農
業

の
一
層
の

発
展
と

優
れ

た
経

営
感

覚
、

技
術
を

身

に
付

け
た

担
い
手

確
保

の
た
め
、

農
業
の

将
来

を
担
う
青

年
農
業
者
等
を

対
象

に
高
度

な
生

産
技

術
や
経

営

の
管

理
能

力
、

情
報

収
集
・

活
用
能

力
等

の
習
得
を

目
指
し
、

体
系
的

な
研
修
を
実
施
し

な
が

ら
担
い
手

と
し

て
の
資

質
向
上

を
図

る
目

的
で
「

青
森
県

み
ら

い
2
1農
業

実
践
大
学
講

座
」
が

行
わ
れ
、
 
一
年
間
研

修
生
と
し

て
参

加
し

た
二
人

の
体
験
を
報

告
し

ま
す
。
 

'
!
m
?
 

‘噛、・ 
小山内和歌子さん 

( I. 古 PIj) 

へ
 

へ
 

農
業
に
自
信
あ
り
 

こ
の
度
、
み
ら
い
2
1農
業
実
践

大
学
講
座
に
参
加
す
る
事
が
で

き

て
他
の
地
域
で
の
農
家
の
取
り
組

み
方
、
米
の
流
通
販
売
等
大

変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
 

私
も
今
年
か
ら
、
農
業
に
専
念

す
る
事

に
な
っ
た
の
で
勉
強
す
る

事
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
同
じ
農
業

を
経
営
す
る
先
輩
た
ち
の
経
験
談
 
 や

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
海

外
実
習
を
し

た
人
な
ど
の
経
験
は

と
て
も
興
味
深
い

も
の
で
、
こ
れ

か
ら
農
業
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
販
路
拡
大
し
、
私
も
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

今
後
は
、
主
に
畑
作

（
ト
マ
ト
、
 

ハ
ウ
ス
ね
ぎ
）
に
取
り
組

み
、
経

営
販
売
活
動
に
力
を
入
れ

て
頑
張

り
ま
す
。
ま
た
、
経
理
簿
記
等
も

パ
ソ
コ
ン
を
借
り
る
事
に
よ
っ
て
、
 

少
し
手
さ
ぐ
リ
で
す
が
経
験
す
る

事
が
で
き
ま
し

た
。
 

今
回
の
研
修
で
農
家
は
、
 
一
言

で
は
語
れ
な
い
奥

の
深
い
楽
し

い

仕
事
だ
と
実
感
し
、

研
修
で
得
た

も
の
を
自
分

の
も
の
に
で
き
た
ら

い
い
と
思
い
ま
し

た
。
 

学
ん
だ
事
を
 

実
践
し
た
い
 

一
年
間
、
み
ら
い
2
1農
業
実
践

大
学
講
座
を
受
け
る
機
会

が
あ
り

ま
し
た
。
二
十
代
、
三
十
代
の
県

内
の
三
十
四
名
の
農
業
後
継
者
た

ち
が
集
う
こ
の
講

座
に
は
、
盛
り
 

保
険
料
を

納
め
る

こ
と
が
 

で
き
な
い
と

き
は
 

免
除
申

請
手

続
き
を
 

国
民
年
金

に
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
 
 沢

山
の
カ
リ
ギ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
 

県
内
外

の
研
修
で
は
、
農
業

の

大
先
輩
の
方
々
の
実
際
の
現
場
と

事
例
紹
介
を
交
え
な
が
ら
の
話
に

耳
を
傾
け
、

と
て
も
魅
力
的
な
農

業
を
真
近
で
見
る
事
が
で
き
感
動

し
ま
し
た
。
ま
た
、
時
代
の
必
要

性
に
応
え

る
べ
く
パ
ソ
コ
ン
機
器

の
無
料
貸
し
出
し
も
行
っ

て
お
り
、
 

を
フ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
を
備
品

と
し
た
機
能
満
載
の
パ

ソ
コ
ン
に

触
れ
る
事
も
で
き
ま
し

た
。
 

更
に
は
海
外
派

遣
研
修
も
あ
り
、
 

ョ
ー
ロ
ッ
パ
四
カ
国
へ

の
農
業
視
 

が
困
難
な
と
き
の
た
め
に
、
申
請

し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、

保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

次
の
よ
う
な
方

は
、
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
に
必
ず
、
国

民
年
金
担
当
窓
ロ
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

☆
所
得
の
少
な
い
人
や
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
、
経
済
的
に
保
険
料

を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
 

☆
失
業
や
災
害
な
ど
、
特
別
な
理

山
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人
 

☆
親
元
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
学
生

で
、
親
元
の
収
入
が

一
定
の
基
 
 察

研
修
に
私
も
参
加
す
る
事
が
で

き
、
広
く
見
聞
を
身
に
付
け
る
チ

ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
様
に
、
視
察
研
修
に
出
掛

け
た
り
パ

ソ
コ
ン
を
リ
ー
ス
し
た

り
で
き
る
講
座
の
中
で
、

同
じ
農

業
を
志
す
農
業
青
年
者
た
ち
と
の

交
流
を
持
つ
事
に
よ
り
、
各
地

の

情
報
を
聞
い
た
り
友
達
と
し

て
連

絡
を
取
り
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

一
年
間
、
学
ん
で
き
た
事
を
自

分

の
こ
れ
か
ら
の
農
業
へ
の
励
み
と

し
て
生
か
せ
た
ら
、
無
事
に
終
了

で
き
た
意
義
も
大

き
い
も
の
と
思

い
ま
す
。
 

準
以
下
の
人
 

保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
は
、
 

老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
決
定
す
る

と
き
に
、
納
め
た
期
間
の
3
分
の
 

1
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
 

保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
最
高
で
十
年
前
ま
で

さ
か
の
ぽ
っ

て
納
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
将
来
、
満
額
の
年

金
を
確
保
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

平
成
十
年
度
の
一
年
間
の
免
除

を
受
け
る
た
め

に
は
、
五
月
末
日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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泉谷正樹さん 
（上宇田野） 
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今
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教育委員会 

貢

み
均

司
人
孝

す
 
健

拓
和

町
 

川
丸

中

良
内
山

白
伊

山

奈
竹
寺
 

長

佐

？
幹
査
技

次

補
 
I
、E
、E
主
 主事 小山内順也

派遣社教主事藤本 透 

第 1 保育所 

太宰治記念館 

館長 （白川 貢） 

主事 松川 智子 

海洋センター 

所長 （白川 貢） 

技員 岡田 健児 

民俗資料館 

館長 （白川 貢） 

第 2 保育所 

11111 I“川I川川広報かなぎ ⑩ 

町 長 鳴海義男 教育長 成田勝義 

健康福祉課

課長 福井 定

総括補佐 黒滝 京 

I, 

主事 
'I 

I, 

I, 

技員  

健康福祉課 

（保健センター） 

総括補佐 沢田 

補佐 中村 武治 

'F 今 勝照

主任保婦秋元 淳子 

” 小山内睦子 

F, 越 和賀奈 

'I 鶴賀 寿代

主事 白川 彰11  
福祉センター 

所長 （福井定治γ  

町 民 課 

課長 前多 栄子

語括補佐 土岐千鶴子 

Il 吉田 フツ 

” 成田 良逸

主幹 白川 敬 

” 大橋 久美 

I, 桑田 康子

係長 山中 喜弘 

F' 原田 春彦

主任主査 古川 絹子 

I' 門間 裕子 

I' 
主査 黒川 隆二

主事 山中和香子  

出 納 室 

室長 小野賢一郎

補佐 鳴海 八嘉

主任主査 伊藤 貞子 

I, 石戸谷せつ子 

補
佐
 
今
 
義
 

係
長
 
今
 
泰
 

今

今秋白白

加中浜

桜 

秋元

白川
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定
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博
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企 画 室 総 務 課 商：］二観光課 産 業 課 建 設 課 選管事務局 

室長 石戸谷鏡治

補佐 秋谷 修ニ

係長 旦坂 泰寛

士任主査 伊藤恵美子

主事 鳴海美奈子 

津島 幸秀

技員 藤元 良一 

博
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省
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課長 木村 勇健

誌括補佐 山口 信保

主幹 沢田 久子

係長 角田 正樹

主事 浅利 寿夫 

今 秋吾 

課長 伊藤 誠 

謝舗佐 泉谷 道久 

補佐 畑中 力郎 

Il 目黒 剛志

主幹 斉藤 恵祐 

” 泉谷 悦子

係長 小山内洋一 

1/ 阿部 陽一 

'F 原田 博 

中谷 委弘

主査 中谷 文―

主事 川口 渉 

'F 秋村 正紀 

治

務
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司
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局長 今 

主 技＝主 任 技 師

主任保健＝主任保健婦

技 員＝技 能 員

労 員＝労 務 貝

用 員＝用 務 員

調 師＝調 理 師

調 員＝調 理 員

総括主保＝総括主任保母 

農業委員会 

第 3 保育所  

議会事務局 

局長 中野 博之

翌I主査 止に1 幸子 

第 4 保育所 

中
央
公
民
館
 

馨

留
子
利
 

諭
友
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4
1田
島
谷

田

角
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柏

長
佐
幹

員

館
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主
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嘉瀬公民館 

館長 （田中 馨） 

ト レ セ ン 

館長 （田中 馨） 
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 事 
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所長 中谷 弘子 

線括主保 杉山倭文子 

主任保母 山田 恵子 

I' 高橋 律子 

J'  
保母 菊池希久子 

” 成田ゆかり

用員 原田 裕美 
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所長 神島 俊治

謝註保 外崎 啓子

主任保母 田中 照子

保母 白川恵久子 

'F 山中 弘恵

調師 白川るリ子

用員 今 郁子 

所長 木田 昭二 

謝註保 山中 光子 

主任保母 山田伊津子 

” 秋田 千幸 

用員 伊丸岡紀子 

金木中学校 金木南中学校 金木小学校 嘉瀬小学校 喜良市小学校 川倉小学校 
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1
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ト4 月29日（水）⑧ 
・’98金本桜まつり馬力大会 	【8 : 00 運動公園駐車場】 
・第24回酉北li中学校選抜卓球大会 【8 】 30 トレセン】 
・第27回西北 hF学校選抜ソフトボール大会 

[8 : 30 金中ソフトボール場】 
・第23回北地区春期中学校選抜バレーボール大会 

[8:30 金中体育館】 
・第27回防犯少年野球大会兼全日本学童野球北郡予選 

[8 】 30 芦野球場】 
・第25回秋谷杯争奪兼第28回西北五中学校庭球大会 

[9 】 00 運動公園】 
・第18回金木桜まつリ西北五小中学校相撲大会 

[9:00 町営相撲場】 
・平成10年度金木町朝野球協会桜まつリ協賛野球大会 

[9 】 00 運動公園】 

‘ 98金木桜まつり開会式 	 【ii: 00 芦野公園】 
・青森県民謡王座小山内清智・清謡兄弟ショー 

[11 : 00 野外ステージ（動物園北）】 
・第 5 回県下登山ばやし金木大会 

[12 : 30 野外ステージ】 
ト 4 月 311日（木） 
一第 1回金本桜まつり囲碁大会 

【9 : 30 休養村センター】 
・戦没者慰霊前夜祭 	 【18 : 00 招魂堂】 
ト 5 月 1 日（金） 
・第 8 回金木町長杯争奪北郡ゲートボール大会 

(8 】 00 芦野球場】 
・戦没者慰霊祭 	 【10 】 00 招魂堂】 
・太宰治記念館「斜陽館」開館記念 

第 5 回金木桜まつり川柳大会 
[12 : 00 休養村センター】 

● 5 月 2 日（土） 
・ヤングフェスタinカナギ’98 
めだつが勝ちノ全国選抜パフォーマンス選手権 

RAB スーパーギャング深夜同盟公開録画ノ 
[13: 00 野外ステージ（雨天金小体育館）】 

・’98金木桜まつリ花火大会 
(19 】 20 登仙岬（雨天順延）】 

● 5 月 3 日（日）⑧ 
・土佐犬闘技大会 	 【8 : 00 公園内旧馬場】 
・第 2 回桜まつリ協賛中学校野球大会兼第14回全日本少年 
野球大会北郡予選 	 【8 】 30 運動公園】 

●S“・、◆“、“，●‘、W.，‘、，“ 

・第27回防犯少年野球大会兼全日本学童野球北郡予選 
[8 : 30 運動公園・多目的グラウンド】 

・消防観閲式 	 【8 : 30 芦野球場】 
‘茶道遠州流野点 	 【10 : 00 休養村センター】 
・三浦智恵子一行関下恵子ショー 

【11: 00 野外ステージ（雨天金小体育館）】 
・坂本冬美、島津亜矢とともに「NHKはつらつ 3 人娘」 

として活躍の石上久美子ショー 
[12 : 30 野外ステージ（雨天金小体育館）】 

ト5 月 4 日｛月）妹〉 
・第21回芦野陸上競技選手権大会 

[8:30 金中陸上競技場】 
・第 2 回桜まつリ協賛中学校野球大会兼 

第］4回全日本少年野球大会北郡予選（準・決勝） 
[9【 00 芦野球場】 

・第10回社会人野球大会 	 【9 : 00 運動公園】 
・第10回津軽三味線全日本金木大会 

[10: 00 野外ステージ（雨天金小体育館）】 
・第27回防犯少年野球大会兼全日本学童野球北郡予選 
（決勝） 	 (12 】 00 芦野球場】 

ト5 月 5 日（火）⑧ 
・自衛隊装備品展示 	 [9 】 00 子ども広場】 
・平成10年度県下銃剣道大会 

[9: 00 招魂堂前（雨天トレセン）】 
・扇謡会芸能発表会 	 【10 : 00 野外ステージ】 
・滝栄会芸能発表会 	 【ii: 00 野外ステージ】 
・’98金木桜まつり協賛RAE杯カラオケ選手権金木大会 

[12 : 00 野外ステージ（雨天金小体育館）】 

、●”●‘●●‘、“、””… 
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★ししゃもの唐揚げ オニオンソース 

＊材 	料（Ca 13 1mg) 

ししべJ も 	 小16尾 

Eねぎ 	 2個 

青ジソ 	 10枚 

糸とうがらし 	 少々 

酢 	 大サジ4 

しょう油 	 大サジ2 

（小麦粉・サラダ油） 

＊作り方 

①玉ねぎは薄くスライスし、青ジソは千切りにし、 

糸とうがらしも合わせて酢としょう油を加えて 

味をなじませる。 

②ししゃもは熱湯に通して塩ぬきし、水気をふき 

小麦粉をつける。 

③②をカラッと揚げる。 

④揚げたてのししゃもを器にもって①をかける。 

★ほうれん草のチーズ和え 

＊材 	料（Ca 10 5mg ) 

ほうれん草 	 240 g 
プロセスチーズ 	 40 g 
卵 	 40 g 

しょう油 

紅しょうが 	 4g 
マョネーズ 	 12 g 
（サラダ油、砂糖、塩少々） 

＊作り方 

①ほうれん草は色よくゆで、水にさらし 3 cmの長 

さに切る。 

②プロセスチーズはみじん・切りにし、いり卵、マ 

ョネーズ、しょう油を加え、全体をかき混」！fる。 

③器に②をもり、紅しょうがを添える。 

★ひじきの煮物 

＊材 	料（Ca 93mg) 
十しひじき 	 22 g 
にんじん 	 20 g 
ご‘まう 	 40 g 

20 g 
40 g 
1袋 

大サジ1 
1と1/2 

大サジ1 
大サジ2 
小サジ1 

＊作り方 

①ひじきは水で戻し、にんじん、ごぼうは 3cmの

千切Jりにし油揚げは油抜きし、 3cmの千七刀りに

する。 

②糸コンニャクは、 3 cmに切ってさっとゆでて水

気をきっておく。エノそダケは半分の長さに切

っておく。 

③①、②を油でいため、だし汁を加えて煮込み、 

しょう油、酒、砂糖で味を調える。 

★ョーグルト寒天 

＊材 	料（Ca 12 5mg ) 

ョーグルト 	 40occ 
l沙糖 	 3og 
寒天 	 8g 
水 	 1カッフ” 

―りんご 	 1個（赤いもの） 

グラニュー糖 	 4og 
レモン汁 	 1/4個分 

A シナモン 	 少々 

コンスターチ 	 少々 

水 
ーラム酒 

＊作り方 

①寒天を水に溶いて火にかけ、溶けたら砂糖を加 

えさらにョーグルトを加えて、器に流してさま 

す。 
② Aでリンゴソースを作る。 りんごの皮をむき、 

レモン汁、シナモン、グラニュー糖、 りんご、 

皮を入れて煮る。 

③②が煮えたら、皮を取り出し、コンスターチ、 

水、ラム酒を入れてソースの出来上がり。 

④①に③をかける。 

★牛乳みそ汁 

＊材 	料（Ca 64mg) 

牛乳 	 1/2カッフ’ 
コショー 	 少々 

＊作り方 
①白菜、ベーコンを鍋に入れ軽く妙める。 

②牛乳を入れ煮立ったら、みそ、コショーを入れ 

て味をととのえる。 

ごIまうは 3 cmの 

3 cmの千七刀りに 

400iac 

30 g 

8g 
1カッフ” 

1個（赤いもの） 

40 g 
1/4個分 

少々 

少々 

2枚 

1枚
大・サジ3 

1/2カッフ’ 

少々 



(
 

西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
目
処
に
、
 

介
護
保
険
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
四
十
歳
以
上
の
国
民
が
、
 

保
険
料
を
拠
出
し
公
的
財
源
と
合

わ
せ
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
が
病
院
で
の
治
療
を
終
え
て
も

心
身
に
障
害
を
残
し
長
期
的
な
ケ

ア
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
、
適
切

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
れ
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
在

宅
型
、
施
設
型
と
大
き
く
分
か
れ
、
 

各
々
細
か
い
サ
ー
ピ
ス
が
考
え
ら

れ
て
ま
す
。
 

昨
年
末
に
、
某
町
の
介
護
保
険

の
モ
デ
ル
事
業
に
関
わ
り
ま
し
た
。
 

介
護
を
受
け
る
人
が
、
ど
の
く
ら

い
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
か

を
認
定
す
る
作
業
で
し
た
。
大
変

な
時
間
と
労
カ
を
必
要
と
す
る
作

業
で
し
た
。
そ
れ
に
ま
し
て
、
家

庭
で
実
際
に
介
護
を
行
っ
て
い
る
 
 人

の
労
苦
も
並
大
抵
の
事
で
は
無

い
事
が
、
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
い
く
ら
公
的
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
し
て
も
家
族
の
心
労
に
報

い
る
事
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
以
下
に
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
を

列
挙
し
ま
し
た
の
で
、
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。
 

ー
介
護
を
す
る
 

と
き
の
注
意
点

ー
 

1
 
血
圧
、
体
温
の
チ
ェ
ッ
ク
 

体
温

・
血
圧
の
測
定
は
、
健
康

の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
と
な
り
ま
す
。
 

平
熱
、
普
段
の
血
圧
を
知
っ
て
お

き
、
普
段
と
ど
う
な
の
か
を
比
べ

る
事
で
そ
の
日
の
体
調
が
わ
か
り

ま
す
。
体
温

・
血
圧
と
も
に
測
定

す
る
と
き
は
、
毎
日
同
じ
時
間
に

同
じ
姿
勢
、
同
じ
測
定
器
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

2
 
清
潔
を
保
つ
 

清
潔
を
保
つ
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
で
、
二
次
的
病
気
の
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
注
意

す
る
点
は
 
①
皮
膚
が
赤
く
な
っ

た
り
、
傷
が
つ
い
て
い
な
い
か
？
 

（寝
た
き
り
生
活
で
長
い
間
同
じ

姿
勢
を
保
つ
こ
と
で
床
ず
れ
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
）
②
ロ
の

中
に
食
べ
残
し
が
な
い
か
、
ロ
の

中
は
臭
い
が
し
て
な
い
か
7
・
（
虫

歯
や
歯
周
病
で
入
歯
が
あ
わ
な
く

な
り
食
事
が
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
）
③
外
陰
部
や
肌

門
周
辺
が
あ
れ
た
り
し
て
い
な
い

か
？

・④
尿
や
便
は
い
つ
も
と
変
わ

り
な
い
か
（
量
や
色
な
ど
）
⑤
マ

ヒ
し
た
手
や
足
の
状
態
は
ど
う
か
 

?
 （
特
に
ぎ
っ
ち
り
と
握
ら
れ
た

手
は
汗
な
ど
で
不
潔
に
な
り
が
ち

で
、
爪
が
手
に
食
い
込
む
事
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
）
 

3
 
食
事
を
と
る
 

も
っ
と
も
基
本
と
な
る
行
為
の
 

ー
つ
で
す
。
消
化
の
良
い
食
事
を

と
る
よ
う
に
心
が
け
、
過
度
な
栄

養
を
摂
る
こ
と
は
避
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
寝
た
き
の
場
合
で
 
 も

ベ
ッ
ト
を
起
こ
し
て
食
べ
る
よ

う
に
し

（
寝
た
ま
ま
で食
べ
る
と

誤
っ
て
気
管
に
食
物
が
入
り
肺
炎

を
お
こ
す
危
険
性
が
あ
る
た
め
）
、
 

移
動
が
で
き
る
人
は
、
な
る
べ
く

家
族
と
同
じ
食
卓
に
つ
い
て
食
事

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
生

活
に
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
、
楽
し
く

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
食
欲
も
で
て

き
ま
す
）
 

4
 
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
性
 

リ
ハ
ピ
リ
と
言
う
と
病
院
で
行

う
訓
練
を
想
像
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
来
リ
ハ
ビ
リ

（
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
の
回
復
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
障
害
を
受
け

た
人
が
充
実
し
た
生
活
を
そ
の
人

ら
し
く
生
き
る
よ
う
に
援
助
す
る

事
な
の
で
す
。
も
し
、
四
六
時
中

寝
た
き
り
の
人
が
い
た
ら
ベ
ッ
ト

を
起
こ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

（
初
め
は
、
め
ま
い
な
ど
あ
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
調
子
を
見
な
が

ら
徐
々
に
）
そ
れ
が
で
き
た
ら
ベ

ツ
ト
の
端
に
座
ら
せ
て
み
ま
す
。
 

さ
ら
に
車
椅
子
に
も
座
ら
せ
て
み

ま
し
ょ
う
。
天
井
し
か
見
れ
な
か

っ
た
人
が
、
座
る
こ
と
で
視
界
が
 
 広

が
り
部
屋
を
移
動
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
逆
に
寝
か
せ
き
り

は
体
力
・
関
節
の
動
き
な
ど
の
低

下
を
招
き
、
着
替
え
・
排
世
な
ど

の
介
護
が
大
変
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ぽ
け
を
つ
く
る
要
因
に
も
な

り
ま
す
。
寝
か
せ
て
お
け
ば
介
護

が
楽
と
い
う
の
も
間
違
っ
て
い
ま

す
。
 

最
後
に
、
介
護
さ
れ
る
人

・
す

る
人
と
も
に
自
由
な
自
分
の
時
間

を
持
て
ず
、
他
人
と
接
す
る
機
会

も
少
な
く
精
神
的
に
暗
く
な
り
が

ち
で
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
老
人
が
老
人
を
介
護
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
体
力
的
に
難
し

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
介
護

す
る
者
が
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
て

も
解
決
す
る
事
は
難
し
い
で
す
。
 

こ
の
た
め相
談
で

き
る

人
の
確
保
や

主
治
医

と
の
連
絡
を
密
に
す
る
 

事
が
大
切
で
す
。
い
ま
関
係
の
な

い
人
も
、
介
護
す
る
側
・
さ
れ
る

側
の
立
場
を

一
度
想
像
し
、
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
あ
な

た
に
も
介
護
の
問
題
は
や
っ
て
く

る
の
で
す
か
ら
 

⑩ 広報かなぎ川川川I'll 	 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

家
庭
で

の
 

介
護
の
ポ
イ
ン
ト
 

理
学
療
法
士
 
小
 
野
 

洋
 
一
 



3月末現在 前年同月日 

男 5,841人 △ 43人 

女 6,438人 △ 48人 

計 12,279人 △ 91人 

世帯数 3,933 	 16 

人
ロ
と
世
帯
 

戸
 籍

 
の
 

窓
 

三
月
届
出

分
 

お
め
で

と
う
 

田
中
 

荊
彩

（
毅
稔
）
金
 
木

中
谷
 

有

沙

（
金義
）
川
 
倉
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
白
川
 
俊
悦

（
哲夫
）
金
 
木
 

「
封
馬
美由
紀

（
重
逸
）
岩
木
町
 

（
阿
部
 
弘紀

（
弘志
）
五
所川
原市
 

「
中
村
 
幸
貴

（
清
治
）
金
 
木
 

（斉
藤
 
等

（
六
雄
）
嘉
 
瀬
 

「
瓜
田
 
智
子
（
秀
弘
）
弘
前
市
 

、
長
尾
 
和
哉
（
精
二
）
稲
垣
村
 

（
棟方
 
陽
子

（
響

）
嘉
 
瀬
 

（
山
中
 
正
仁

（
昭
仁
）
嘉
 
瀬
 

「神
 
晴
美

（勝
利
）
藤
崎
町
 

（飯
塚
 
真
則

（
員男
）
北
海
道
 

「
山
中
真
理
子

（
章
義
）
嘉
 
瀬
 

お
く
や
み
 

長
内
 
み
 
豆

（8
7オ
）
金
 
木

洋
 
田
 
己之
七

（7
8オ
）
嘉
 
瀬

西
村
 
秀
男

（7
1才
）
中
柏
木

葛
西
 

勲
（
7
0オ
）
金
 
木
 

この欄は、金木町に住所を有して

いる方々を掲載しています。 

この欄に掲載を希望しない方は、 

町民課窓ロに届出の際申し出てくノご

さい。 

ハ
伝
言
板
）
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

三
月
十
八
日
、
金
木
病
院
前
 

路
上
 

（
腕
時計
）
 

三
月
二
十
六
日
、
金
木
中
学

校
通
り
踏
切
路
上
 

（
黒
の
財
布
）
 

三
月
三
十
日
、
斜
陽
館
裏
 

（家
の
力
ギ
ニ
つ
）
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木

警
察
署
落
し
物
係
ま
で
。
 

⑥
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
 

た
い
方
は
役
場
企
画
室
ま
で
。
 

は じめま して 
/

(
 

 

朋乞 

華か 

緯
  あり さ 

有 沙 

孫は何人いてもかわいいね 

（祖母 	マッエよリ） 

LIlーく大きくなってね I 
（兄 圭吾より） 

●

z
 

 
、
喝一
シ
 

 

【

l

）
 
一
  
、
  

飛ひ 

び 

響き 

了成長

よリ） 

智

糾
 

と
 
も
 

新米パパ、ママ 3 人て

しようね（母 美由紀 

健康で元気な子に育ってほ 

しい 	（母 	るみより） 

(  結e
 ! ‘、、 

 

， 《 ‘，

ノ 

電

碑
f 

，一 “ 

、‘ 一 

 

F

二 「 （司

て昇  

I
（ 

、、 己す

田 

り
J

う 
っ 、ノ 

諒 

育剥 

明
る
く
素
直
な
子
に
育
っ
て
ほ
 

し
い
 
（
母
 
輝
子
よ
リ
）
 

ノ、 

ロ
ハ一  

、父 す『
り 

一
tLv  

豊 白 今小泉竹鎌 

I翠川 松谷内 田 

凌I 朔lI飛ひと 春期肢

雅が結【’太た響gも 菜な華カ 

（
浩明
）
喜
良
市
 

（
信
夫
）
金
 
木
 

（
考
人
）
川
 
倉
 

（
博利
）
嘉
 
瀬
 

（
正
幸
）
喜
良
市
 

（
一
美
）
金
 
木
 

（
博
樹
）
金
 
木
 

・HIIIIIlI川I川 広報かなぎ ⑩ 


